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本稿では，第 2 章で本学の eduroam の構成と運
用について，第 3 章で市民へのキャンパス無線
LAN 開放を目的とした Cityroam への参加とその
メリットについて述べる．第 4 章は本稿のまとめ
である． 
2  本学の eduroamの構成と運用
2.1 本学における eduroamの構成
本学の第１キャンパスには 11 棟の建屋があり，




図 1 ネットワーク構成図 
本学は eduroam に参加する以前から学生・教員
向けに独自の SSID による無線 LAN 接続サービ
スを提供しており，コンピュータ教室の PC への


















し，同回線の VLAN を利用する方法で eduroam
アクセスネットワークを確保した． 









に eduroam 向けの RADIUS サーバを構築した．
学内には eduroam の RADIUS IdP (ID プロバイ
ダ ) は構築せず，AP からの認証要求を全て
eduroam JP の RADIUS サーバに転送する
RADIUS Proxy として構築している． 
本学の構成員が eduroam を利用するための
RADIUS IdP については，東北大学が開発・運用
し、eduroam JP に提供している eduroam 代理認










ム（2017 年度より eduroam JP 認証連携 ID サー
ビスに移行されている） [8] を本学の Active 
Directory アカウントによる Shibboleth 認証にて
利用できるよう環境を整備し，学生・教職員が自
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を改善した．学認との接続においては株式会社ネ
ットスプリングのアプライアンス製品である



























































これらについては eduroam JP 実施要領 [10] に
定められており，インシデントの対応のため現在









Aruba 製コントローラでは EAP パケットを終端
させる Termination という機能があるが，通常終
端させないよう無効になっている．これが意図せ
ず有効になっていると， eduroam JP の JP 
RADIUS は認証要求を受け付けないため，注意す
る必要がある． eduroam JP サービス技術基準・




































掲げられている [2]．また，国の第 3 期教育振興計




























ンパス無線 LAN にキャリア Wi-Fi（NTT ドコモ，
KDDI，ソフトバンク）を相乗りさせてサービス提
供する試み [12] が行われている．これは，キャン




















が進み，キャリア Wi-Fi を利用できない MVNO 回
線の利用者も増加している状況にある．国内
MVNO 市場規模の推移として，2014 年 3 月末では










（NGH, Next Generation Hotspot）」という規格
が策定された [14]．NGH は，Wireless Broadband 






リア Wi-Fi や Boingo などの無線 LAN サービス事
業者において Passpoint が採用され [15]，サービ
ス提供が行われている． 
NGH の登場以前は，仮に複数の IdP がローミ









的に訪問先の SP が提供する公衆無線 LAN サー
ビスに SSID を意識せず接続することが可能とな
った． 
NGH 導入を推進する目的で，海外では 2016 年
に，世界各地の都市で提供されている公衆無線
LAN を NGH 基盤で接続することにより，ひとつ
の IEEE802.1X アカウントで相互利用できる環境
を実際に構築しようとする世界規模の実証実験，
City Wi-Fi Roaming が WBA の主催で行われた．
利用者は NGH 基盤にローミング接続されている












が接続に利用する端末の各種 OS の Passpoint 対
応状況などについての情報収集と開発を進めると
共に，NGH テストベッド基盤を構築し運用を開始
した．また IdP としても NGHSIG クラウド IdP
の運用を開始して NGH テストベッドに接続し，
複数の通信事業者及び開発者の AP を SP として
接続し，日本国内で NGH が利用できる環境を整
えた． 
並行して NGHSIG では WBA との交渉を進め，
2017 年の 6 月から 8 月にかけて開催された第 2




提供を行った（図 2）．本学は，2017 年の City Wi-
Fi Roaming については利用者が接続に使用する







図 2 City Wi-Fi Roaming 2017 参加都市一覧 
参加を見送った理由の 1 つに，利用者が接続に




2017 年 8 月にリリースされたバージョン 8.0 の互







が容易となった．筆者は CDD に沿って Android 
8.0 以上の端末で動作する Passpoint 対応状況判
定用のアプリケーションを開発し，Google Play ス



















図 4 Cityroam 基地局マップ（2018 年 8 月現在） 







月より行われる第 3 回の City Wi-Fi Roaming に









3.3 キャンパス無線 LANを Cityroamに接続する
メリット























また，eduroam JP は現在 Cityroam にローミ
ング接続されているが，eduroam を Passpoint に
対応させる仕組みの開発が完了していないため，
現時点では eduroam アカウントを用いて
Cityroam に Passpoint 接続することはできない．
将来的には学生・教職員が持つ eduroam アカウン
トを用いて Passpoint 認証にてキャンパス無線
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